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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成26年10月1日～平成27年６月30日）におけるわが国経済は、雇用環境や企業収益

の改善など全体的に景気は緩やかに回復傾向にありましたが、消費者物価の上昇などによる家計への負担増大が見ら

れ、景気の先行きは依然として厳しい状況にあります。

 製粉業界におきましても、円安の影響で原料価格などのコストは上昇し、また、低価格志向を背景とした販売競争

も依然として続いております。さらに消費者の「食に対する安全・安心」への関心は一層高まっております。

 このような中、当社グループは、新規取引先の拡充等による販売力の強化に務めるとともに、製造効率の向上及び

コスト削減等に努めてまいりました。

 以上の結果当第３四半期連結累計期間の業績は、連結売上高24億１千３百万円（対前年同期比5.8％減）、営業損

失８千万円（前年同期は営業利益１千２百万円）、経常損失９千万円（前年同期は経常利益８百万円）、四半期純損

失２億円（前年同期は四半期純利益８百万円）となりました。

 セグメントごとの業績を示すと次のとおりであります。

＜製粉事業＞

 製粉事業につきましては、主力の小麦粉は、政府売渡小麦価格の改定に伴い12月に製品価格の改定を行っておりま

すが、厳しい販売環境下の中、販売数量は減少し、売上高は対前年同期比１億２千７百万円減の15億１千４百万円

（対前年同期比7.7％減）となりました。

 副製品のふすまは、生産数量の減少に伴い販売数量は減少し、売上高は１億３千５百万円（同13.5％減）となりま

した。

 ミックス粉は、販売数量の減少や販売競争の激化に伴う価格の引き下げにより、売上高は８千９百万円（同19.6％

減）となりました。

 商品は、穀類等の販売を行いましたので、売上高は６億７千１百万円（同6.3％増）となりました。

 以上の結果、製粉事業の売上高は24億１千２百万円（同5.1％減）、セグメント利益は５千４百万円（62.0％減）

となりました。

＜不動産賃貸事業＞

 平成26年４月に賃貸借契約の解除により売上高は１百万円（前年同期比91.6％減）、セグメント損失７百万円（前

年同期はセグメント利益４百万円）となりました。当賃貸資産については、遊休化したことにより特別損失を計上し

ております。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第3四半期連結会計期間末における総資産残高は、前連結会計年度末（平成26年９月30日）に比べ３億７千万

円減少し、40億５千４百万円となりました。この主な要因は、当座預金が増加した一方で、原材料や有形固定資産

の減少がそれを上回ったことによるものであります。

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ２億２千６百万円減少し、24億３千９百万円となりました。この

主な要因は、長期借入金及び買掛金が減少したことによるものであります。

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ１億４千４百万円減少し、16億１千５百万円となりました。こ

の主な要因は、繰越利益剰余金の減少によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年９月期の通期連結業績予想につきましては、平成27年４月24日に公表いたしました「業績予想の修正及

び特別損失の計上に関するお知らせ」から変更はございません。

 なお、今後の見通しにつきましては、経営環境の変化等により業績予想の見直しが必要と判断した場合は、速や

かに開示いたします。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

   該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

   該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

   該当事項はありません。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

   該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年９月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 448,533 508,573 

受取手形及び売掛金 440,124 433,901 

商品及び製品 243,037 246,903 

原材料及び貯蔵品 1,031,627 716,175 

その他 29,352 7,636 

貸倒引当金 △8,499 △2,971 

流動資産合計 2,184,175 1,910,217 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 621,320 549,421 

機械装置及び運搬具（純額） 487,306 449,433 

その他（純額） 206,124 146,338 

有形固定資産合計 1,314,751 1,145,193 

無形固定資産 11,990 8,907 

投資その他の資産    

投資有価証券 716,236 799,572 

その他 260,946 245,558 

貸倒引当金 △62,998 △55,175 

投資その他の資産合計 914,184 989,954 

固定資産合計 2,240,926 2,144,055 

資産合計 4,425,101 4,054,273 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 294,490 212,219 

短期借入金 1,668,000 1,821,000 

1年内返済予定の長期借入金 162,757 8,807 

未払法人税等 3,375 975 

賞与引当金 19,211 9,156 

その他 92,514 202,552 

流動負債合計 2,240,349 2,254,712 

固定負債    

長期借入金 281,964 75,858 

退職給付に係る負債 1,414 1,441 

その他 141,811 107,147 

固定負債合計 425,190 184,448 

負債合計 2,665,539 2,439,160 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年９月30日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 500,000 500,000 

資本剰余金 67,876 67,876 

利益剰余金 1,135,597 935,495 

自己株式 △3,893 △4,059 

株主資本合計 1,699,579 1,499,311 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 59,982 115,801 

その他の包括利益累計額合計 59,982 115,801 

純資産合計 1,759,562 1,615,112 

負債純資産合計 4,425,101 4,054,273 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年10月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 2,561,457 2,413,921 

売上原価 2,172,076 2,140,427 

売上総利益 389,380 273,493 

販売費及び一般管理費 376,389 353,843 

営業利益又は営業損失（△） 12,991 △80,349 

営業外収益    

受取利息 46 31 

受取配当金 7,548 8,768 

持分法による投資利益 13,534 5,310 

その他 1,438 925 

営業外収益合計 22,568 15,035 

営業外費用    

支払利息 26,321 15,749 

休止固定資産減価償却費 － 6,408 

その他 250 3,170 

営業外費用合計 26,571 25,328 

経常利益又は経常損失（△） 8,988 △90,642 

特別利益    

投資有価証券売却益 1,312 － 

特別利益合計 1,312 － 

特別損失    

固定資産除却損 － 22 

事業構造改善費用 － 112,148 

関係会社清算損 － 0 

特別損失合計 － 112,171 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
10,300 △202,814 

法人税、住民税及び事業税 1,259 1,406 

法人税等調整額 616 △4,118 

法人税等合計 1,876 △2,711 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
8,423 △200,102 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 8,423 △200,102 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年10月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 
 至 平成27年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
8,423 △200,102 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,729 55,313 

持分法適用会社に対する持分相当額 119 504 

その他の包括利益合計 3,848 55,818 

四半期包括利益 12,272 △144,283 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 12,272 △144,283 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

   該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

   該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年10月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  製粉事業 不動産賃貸事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 2,542,474 18,982 2,561,457 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － 

計 2,542,474 18,982 2,561,457 

セグメント利益 142,789 4,893 147,683 

 

    ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）                （単位：千円）

       利   益 金  額

 報告セグメント計 147,683

全社費用（注） △134,691

四半期連結損益計算書の営業利益 12,991

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

       ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

       該当事項はありません。

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年10月１日 至 平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  製粉事業 不動産賃貸事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 2,412,334 1,586 2,413,921 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － 

計 2,412,334 1,586 2,413,921 

セグメント利益又は損失（△） 54,248 △7,374 46,873 
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    ２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）                （単位：千円）

       利   益 金  額

 報告セグメント計 46,873

全社費用（注） △127,223

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △80,349

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

       ３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

      (固定資産に係る重要な減損損失)

 「不動産賃貸事業」セグメントにおいて、事業構造改善に伴い減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては84,148千円であります。
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